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佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくり ます。
１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくり ます。

編集と発行／〒０３９－４７青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０佐井村役場企画財政課 容ｏ犒（３８）２ｍ

第
十
回

む
っ
下
北
地
区

子

ど

も

会

郷

土

芸

能

発

表

会

（
二
月
五
日
・
下
北
文
化
会
館
）

今 月 の 紙 面

２～ ３ 村 の話 題

４～ ５ お知 ら せ

６ 交 母だ よリ

ア～ ８ 国 保のし おり

お元 気 ですか

出稼ぎ現地のみなさん

９～１０ 保 健婦だ より

１１～１２ 税 務だ よリ

年金 、戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な惰報があり

ましたら、企画財政課 まで

連絡ください。

第
十
回
む
っ
下
北
地
区

子
ど
も
会
郷
土
芸
能
発
表
大
会

二
月
五
日
、
下
北
文
化
会
館
を

会
場
に
、
む
つ
下
北
地
区
子
ど
も

会
郷
土
芸
能
発
表
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

十
回
目
を
数
え
た
今
回
の
大
会

は
、
県
知
事
選
挙
と
重
な
り
観
客

の
入
り
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

例
年
と
変
わ
ら
な
い
人
出
と
な
り

ま
し
た
。

現
在
大
流
行
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
り
、
大
間
町
の
子
ど
も
会

が
風
邪
の
た
め
出
演
で
き
な
く
な

る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
七
市
町
村

九
つ
の
子
ど
も
会
が
各
々
の
郷
土

芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
原
田
子
ど
も
会

が
参
加
し
、
も
ち
つ
き
踊
り
が
演

じ
ら
れ
ま
し
た
。
原
田
子
ど
も
会

で
も
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
子
ど
も

が
多
く
、
出
演
出
来
る
か
ど
う
か

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も

出
演
者
に
風
邪
ひ
き
は
な
く
、
舞

台
い
っ
ぱ
い
に
元
気
に
も
ち
つ
き

踊
り
を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
文
化
に
ふ
れ
る
集
い

凧

作

り

に

挑

戦

一
月
二
十
二
日
、
日
常
の
生
活

体
験
に
欠
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち

に
、
人
間
が
開
拓
し
て
き
た
「
わ

ざ

（
実
技
）
」
を
提
供
し
、
ふ
る

さ
と
の
伝
統
文
化
へ
の
興
味
関
心

を
広
げ
、
そ
れ
を
積
極
的
に
追
及

す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
「
伝
統
文
化
に
ふ
れ
る
集
い

『
凧
作
り
に
挑
戦
』
」

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
人
、
子
ど
も
合
わ
せ
て
三
十

数
人
が
集
い
、
和
凧
を
作
り
ま
し

た
。骨

組
み
作
り
か
ら
始
ま
り
、
凧

絵
書
き
、
バ
ラ
ン
ス
取
り
と
講
師

の
指
導
で
次
々
と
作
っ
て
い
き
ま

し
た
。

大
人
も
子
ど
も
も
最
初
は
手
間

取
っ
て
い
た
が
、
凧
あ
げ
の
段
階

に
な
る
と
、
昔
や
っ
た
頃
を
思
い

出
し
た
大
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
の
凧
が
見
事
に
大
空
に
舞

い
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

～阪神大震災義援金～

日赤佐井村分区

日
赤
佐
井
村
分
区
で
は
、
一
月
二
十

日
か
ら
阪
神
大
震
災
被
災
者
救
援
の
義

援
金
受
付
を
開
始
、
全
村
か
ら
多
額
の

義
援
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
い

ろ
い
ろ
な
機
関
を
通
じ
て
寄
付
さ
れ
た

方
、
団
体
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が

紙
上
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

三

月
十
五
日
現
在
佐
井
村
分
区
扱
い

は
次
の
と
お
り
で
古

牛
滝
地
区
会

一
〇
二

五
〇
〇
円

役
場
職
員

五
八
。
七
四
四
円

保
育
所
父
母
の
会

三
万
円

保
育
所
職
員
一
同

八
千
円

役
場
窓
口

一

二

○
四
〇
円

磯
谷
地
区

七
三
。
五
〇
〇
円

診
療
所
職
日
一

四
四
。
０
０
０
円

役
場
職
員
互
助
会

十
万
円

矢
越
地
区

六
四

。
八
〇
〇
円

矢
越
漁
協
婦
人
部

二
万
円

日
赤
浄
土
寺
小
路

三
。
五
〇
〇
円

福
浦
地
区

七
〇
。
五
〇
〇
円

石
澤
遒
一
郎

三
万
円

川
目
地
区

三
万
円

消
防
団
第
四
分
団

五
千
円

静
岡
屋

二
八
。
五
二
〇
円

日
赤
原
田

三
万
円

日
赤
大
瀬
戸

一
二
。
０
０
０
円

日
赤
大
新
緑

五
五
。
二
三
六
円

日
赤
糠
森

五
四
。
０
０
０
円

日
赤
谷
地
町
浜
町

五
八
。
八
一
三
円



Ｖ
・－

Ｃ
ウ
ー
マ
ン

女

性

の

力

で

農

村

漁

村

に

活

力

を

が
‥
一

月

十

三

日

、

青

森

市

厚

生

年

金

会

館

で

「

農

山

漁

村

婦

人

の

日

」

県

大

会

が

開

か

れ

、

県

内

七

十

二

人

の

Ｖ

ｉ

Ｃ

ウ

ー

マ

ン

（
ｖ

ｉ
ｌ
ｌａ
ｇ
ｅ
（
い

Ｏ
ｎ
ｄ
ｃ
ｔｏ
ｒ

Ｗ

ｏ
ｍ
ａ
已

が

認

証

さ

れ

ま

し

た

。

Ｖ

ｉ

Ｃ

ウ

ー

マ

ン

は

、

地

域

の

モ

デ

ル

と

な

り

得

る

農

漁

業

経

営

や

生

活

改

善

運

動

の

実

践

、

む

ら

づ

く

り

の

提

言

等

、

地

域

の

リ

ー

ダ

ー

と

し

て

積

極

的

に

活

動

す

る

農

山

漁

村

の

女

性

。

各

市

町

村

か

ら

推

薦

さ

れ

た

候

補

者

が

地

域

農

業

改

良

普

及

セ

ン

タ

ー

及

び

県

主

催

の

セ

ミ

ナ

ー

を

受

講

し

、

認

定

委

員

の

審

査

を

経

て

認

証

さ

れ

ま

し

た

。

佐

井

村

か

ら

は

、

川

目

ほ

ほ

え

み

生

活

改

善

グ

ル

ー

プ

の

代

表

者

工

藤

ア

サ

さ

ん

が

匹

ヽ
ウ

ー

マ

ン

に

認

証

さ

れ

ま

し

た

。

佐

井

村

川

目

工

藤

ア

サ

健

康

で

働

き

や

す

い

作

業

環

境

を

考

え

な

が

ら

、

無

人

市

に

対

応

し

た

作

付

品

目

を

栽

培

し

、

観

光

を

目

指

し

た

明

る

い

農

村

の

イ

メ

九

ン

を

広

く

Ｐ

Ｒ

し

て

行

き

た

い

。

延

寿

園

訪

問

佐
井

村
赤
十
字
奉
仕
団

磯
谷

分
団

二
月
十
九
日
、
佐
井
村
赤
十
字

奉
仕
団
磯
谷
分
団
（
分
団
長
新
田

好
右
衛
門
）
で
は
、
今
年
も
延
寿

園
を
訪
問
し
、
手
踊
り
を
披
露
し

て
入
所
者
の
方
々
か
ら
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

現
在
、
延
寿
圉
に
は
五
十
名
の

入
所
者
か
お
り
、
う
ち
当
村
出
身

は
五
名
い
ま
す
。
入
所
者
は
、
こ

の
日
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
、
踊

り
の
初
め
と
終
り
に
は
、
や
ん
や

の
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
三
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ

の
訪
問
も
今
回
で
五
回
目
（
五
年

連
続
）
で
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ

て
い
ま
す
。

横
浜
八
重
子
さ
ん
け
じ
め
十
七

名
の
団
員
は
、
囗
頃
の
け
い
こ
の
成

果
を
所
狭
し
と
熱
演
し
ま
し
た
。

五
年
の
節
目
を
終
り
、
ま
た
新

た
な
気
持
で
来
年
も
訪
問
す
る
こ

と
を
入
所
者
と
約
束
し
、
延
寿
圉

を
後
に
し
ま
し
た
。

私 た ち の 国 づ く り

第４６回 国土建設週間入賞図画・作文

○
作
文
の
部

佳
作

長
後
中
学
校
一
年

滝

本

尚

太

○
図
画
の
部

佳
作

長
後
小
学
校
四
年

内

田

智

子

内
田
さ
ん
の
作
品

矢
越
若
者
会

一
万
円

日
赤
中
道

二
五
。
五
〇
〇
円

日
赤
工
場
町

一
七
。
五
三
〇
円

長
後
小
中
学
校

一
七
。
一
石

二
円

交
母
牛
滝
地
区

一
万
円

牛
滝
若
者
組

一
万
円

日
赤
新
浦

八
三
。
三
五
〇
円

下
信
窓
口

五
。
三
八
五
円

日
赤
黒
岩

一
二

。
五
〇
〇
円

日
赤
仲
町

三
七
。
三
〇
〇
円

原
田
小
学
校

二

二

九
五
〇
円

ス
ナ
ッ
ク
老
松

九
。
七
一
五
円

日
赤
大
佐
井
浜
町

三
五
。
五
〇
〇
円

日
赤
川
台

四
八
。
七
〇
〇
円

郵
便
局
窓
口

一

二

四
二
二
円

磯
谷
小
中
学
校

三
五
。
０
０
一
円

（
計

二

二
八
九
。
二
〇
八
円
）

第１８回 佐井村ナイター卓球大会結果



今月 の休診日

１４日 第２火曜日

２８日 第４火曜日

＝佐井診療所＝

平
成
七
年
度

佐
井
村
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

・
村
で
は
、
有
用
な
人
材
を
育
成

し
、
も
っ
て
佐
井
村
の
振
興
に
寄

与
さ
せ
、
一
般
文
化
の
向
上
と
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

次
の
と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

一

貸

付

の

対

象

佐
井
村
に
居
住
す
る
者
の
子
弟

で
、
高
校
、
大
学
、
各
種
技
術
技

能
養
成
機
関
に
在
学
す
る
方

■

奨

学

金

貸

与

の

額

・
大
学
（
医
・
歯
学
部
除
く
）

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校

三
学
年
ま
で

月
額

一
万
円
以
内

四
学
年
か
ら

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
学
校

月
額

一
万
円
以
内

・
養
成
施
設

月
額

一
万
円
以
内

・
村
長
が
認
め
る
各
種
技
術
・
技

能
養
成
機
関月

額

一
万
円
以
内

・
医
・
歯
学
部
等

月
額

二
十
万
円
以
内

※
な
お
、
次
に
該
当
す
る
奨
学
生

に
つ
い
て
は
、
右
の
奨
学
金
貸
与

の
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千
円
以
内

の
額
を
加
算
し
て
貸
与
し
ま
す
。

一
、
母
子
世
帯
ま
た
は
、
生
活
保

護
世
帯
の
奨
学
生

二
、
二
人
以
上
の
奨
学
生
の
い
る

世
帯
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奨
学

生

■

貸

与

の

期

間

正
規
の
修
業
期
間
と
し
ま
す
。

■

奨

学

金

の

償

還

方

法

奨
学
金
は
、
卒
業
後
の
一
年
後

か
ら
奨
学
金
を
受
け
た
期
間
の
二

倍
の
期
間
で
償
還
し
ま
す
。

■

受

付

期

間

平
成
七
年
四
月
二
十
日
ま
で

■

申

込

み

佐
井
村
教
育
委
員
会
総
務
課
ま

で
公
⑩
四
五
〇
六
・
四
五
〇
七

婦 人 の 集 い を

開 催 し ま す

３月５日（日） ９時３０分から、

津軽海峡文化館 アルザスに於い

て、佐井村管内の婦人が一堂に集

い、それぞれの立場から意見交換

や交流を実施し、相互の理解を深

め合 い、住みよい 村づ くりをス

ローガンに開催されますので、隣

近所お誘いあわせの上、多数参加

くださるよう、お願いいたします。

なお、当日は約１時間４０分にわ

たり、「佐井村における健康と福

祉」 と題して、むつ保健所長 椎

葉茂樹先生による講演もあります

ので、重ねてご案内します。

佐井村地域婦人団体連合会

む
ら
お
こ
し
２１
世
紀

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

２１
世
紀
に
向
っ
て
、
佐
井
村
の

姿
「
佐
井
の
ｇ
ｅ
ｎ
ｋ
・
１
を
発
信

す
る
」
を
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

平
成
六
年
八
月
に
東
京
大
学
教

養
学
部
の
学
生
・
教
授
等
に
よ

り
、
佐
井
村
の
活
性
化
に
関
す
る

学
術
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
報
告
調
査
結
果
を
議
論
し
、

こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
言
し

て
行
き
ま
す
。

日
時
平
成
七
年
三
月
十
一
日

足

）

午
前
十
時
～
午
後
五
時

場
所
津
軽
海
峡
文
化
館
「
ア
ル
ザ

ス
・
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
」

基
調
講
演

東
京
大
学
教
授

大
森

彌

氏

パ
ネ
ラ
ー
は
、
県
内
で
活
躍
さ
れ

て
お
り
ま
す
先
生
方
六
～
七
名
予

定
主
催

佐
井
村

共
催

全
国
山
村
過
疎
地
域
振

興
連
盟
青
森
支
部

第 ６ 回 下 北 地 域 伝 承

郷 土 芸 能 発 表 大 会

と き 平成 ７年３月 ５日（日曜日）

午後１時開演

ところ 下北文化会館

氷入場料

小人（中学生以下） ５００円

大人（高校生以上） １，０００円

佐井村からは原田共済会が出演し

ますので、皆さんの声援 をお願いし

ま す 。



苗
木
の
申
込
み
を

受
け
て
い
ま
す

た
だ
い
ま
森
林
組
合
で
は
、
七

年
度
春
造
林
用
苗
木
及
び
林
業
肥

料
等
の
申
込
み
を
受
け
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
次
に
よ
り
申
し

込
み
下
さ
い
。

尚
、
一
反
歩
以
上
新
植
し
た
場

合
に
は
、
造
林
補
助
金
が
交
付
に

な
り
ま
す
の
で
造
林
の
重
要
性
を

認
識
し
て
下
さ
い
ま
し
て
、
造
林

面
積
の
拡
大
を
図
る
様
お
願
い
し

ま
す
。
補
助
金
交
付
申
請
手
続
き

に
つ
い
て
造
林
地
が
農
地
の
場
合

に
は
、
農
地
転
用
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

」

申

込

品

種

杉
・
赤
松
・
黒
松
・
カ
ラ
松
・

桐林
業
肥
料
・
キ
ノ
コ
種
駒

そ
の
他
林
業
資
材
一
切

一

申

込

場

所

原
田
・
古
佐
井
・
大
佐
井
・
川

目
・
矢
越
地
区

岩
清
水

芳

宅

磯
谷
地
区

横
浜

繁
雄

宅

長
後
地
区

岩
清
水

芳

宅

福
浦
地
区

田
中

太
吉

宅

牛
滝
地
区

竹
内
庄
次
郎

宅

」

申

込

メ

切

平
成
七
年
三
月
三
十
一
日

一

配

布

予

定

五
月
上
旬

下
北
郡
大
畑
町
大
字
大
畑
字
庚

申
堂
八
四
の
二

北
通
地
方
森
林
組
合

昔
三
四
上

一
五
二
〇

弘
前

大
学

附
属

病
院

で
の

診
療
が
予
約
制
に
な
り
ま
す

弘
大
附
属
病
院
で
は
、
患
者
の

待
ち
時
間
の
短
縮
や
、
患
者
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
に
、
全
診
療
科

に
お
い
て
診
療
予
約
制
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
外
来
患
者
は
医
師

の
紹
介
状
と
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

佐
井
村
の
皆
さ
ん
で
、
病
院
に

通
院
さ
れ
て
い
る
方
が
、
弘
大
附

属
病
院
へ
出
向
く
時
は
医
師
の
紹

介
状
と
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
受
付
ま
た
は
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊

第
十
七
回
定
期
演
奏
会

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方

隊
で

は
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
図

る
た
め
、
大
湊
音
楽
隊
に
よ
る
第

十
七
回
定
期
演
奏
会
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

一

場

所

及

び

日

時

下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

平
成
七
年
三
月
十
七
日
（
金
）

午
後
六
時
三
十
分
～
午
後
八

時
三
十
分

■

内

容

・
第
一
部

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
序
曲
、
オ
リ

ェ
ン
ト

ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
他
。

・
第
二
部

組
曲
「
カ
レ
リ
ア
」
よ
り
「
ア

ラ

ー
マ
ル
チ
ア
」
、

バ
レ
エ
組

曲
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

他
。

■

応

募

要

領

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、〒

○
三
九
－

五
一

む
つ
市
大
湊
町
四

―
一

大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

※
入
場
は
無
料
で
す
。

※
一
枚
の
は
が
き
で
、
お
一
人
様

の
入
場
で
す
。

※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

締
切
日

三
月
三
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

詳
し
く
は
、
海
上
自
衛
隊
大
湊

地
方
総
監
部
広
報
係

公
○
一
七
五
－
二
四
－
一
六
四
〇

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

映

像

資

料

の

情

報

募

集

～
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送
局
？

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
東
北
地
方
の
民

間
に
埋
も
れ
て
い
る
貴
重
な
映
像

資
料
を
発
掘
す
る
た
め
情
報
提
供

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

Λ
募
集
す
る
映
像
と
内
容
▽

戦
前
、
戦
後
か
ら
昭
和
四
十
年

代
位
ま
で
の
写
真
や
ム
ー
ビ
ー

（
フ
ィ
ル
ム
や
ビ
デ
オ
）
で

・
戦
災
と
復
興
、
津
波
な
ど
の
災

害
、
開
拓
や
開
発
、
交
通
の
変

化
な
ど
、
時
代
の
記
録
と
な
る

も
の

・
今
は
見
ら
れ
な
い
、
く
ら
し
や

風
俗
、
風
景
や
建
物
な
ど

Λ
応
募
方
法
▽

手
紙
か
は
が
き
で

・
ど
ん
な
映
像
が
あ
る
か
（
撮
影

年
代
と
内
容
）

・
連
絡
先
の
氏
名
、
電
話
番
号
な

ど
を
記
入

Λ
送
り
先
▽

〒
九
八
〇

仙
台
市
青
葉
区
錦
町
一
－

十
一

上
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送
局

「
映
像
資
料

募
集
係
」

Λ
締
め
切
り
▽

平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
（
金
）

Λ
問
い
合
わ
せ
先
▽

電

話

○
二
二
－

二
二
三
－

九
八
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
二
二
－

二
二
三
－

九
八
六
二

住

民

票

に

お

け

る
「
世

帯

主

と

の

続

柄

」
の

記

載

方

法

が

改

正

に

な

り

ま

し

た

近
年
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

意
識
の
高
揚
等
社
会
情
勢
の
変
化

に
即
し
、
住
民
票
に
お
け
る
「
世

帯
主
と
の
続
柄
の
記
載
方
法
」
が

住
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を

目
的
と
し
て
三
月
一
日
か
ら
改
正

に
な
り
ま
し
た
。

尚
、
こ
れ
ま
で
の
親
族
関
係
に

何
ら
影
響
を
及
ぼ
し
ま
せ
ん
。



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

３ 月１ 日現 在

交通事故死ゼ囗

４
，
１４３日

幼
児

の
交

通

安

全

教
育

指

導

者
研

修
会

に

参
加

し

て

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

一

月

二

十

四

日

午

後

十
二

時
三

十

分

、

青

森

総

合
社

会

教

育

セ

ン

タ

ー
内

二

階

大

研

修

室

で
行

な

わ

れ

ま

し

た

。

五

十
二

市

町

村

二

百

四

十

名

の

参

加

者

で
始

ま
り

、
青

森

県

交

通

安

全
対

策

室
長

の

挨

拶

で

昨

年

度

は

、
子

ど

も

の
死

者
減

少

し

ま

し

た

が

ま

だ

ま

だ

で

す

。

子

供

に

対

し

て

は

一

つ

、

保
護

者

が
交

通

ル

ー

ル

を
守

る
こ

と

（
親

の

姿

を

み

せ

て
）
。

二

つ

、

入

学

す

る
ま

で

、

一
人

歩

き
出

来

る
安

全

教

室

を

や

ら

な

き

ゃ

い

け

な

い
言
一
つ
、
や

っ

て

み

て

、
言

っ

て

、

聞

か

せ

て

、

や

ら
せ

て

み

て

ほ

め

る
の

く

り

か
え

し

で
子

供

に

わ

か

ら

せ

る
こ

と

で

す

。
こ

れ

か

ら

の

幼
児

は

、
大

き

く

な
り

皆

免

許

の

時

代

に

な

る

の

で

、

マ

ナ

ー

は
躾

と
し
て
教
え
こ
む
こ
と
と
、
は
な

さ
れ
ま
し
た
１０

交
通
事
故
の
概
況
に
つ
い
て
、

青
森
警
察
本
部
交
通
企
画
課
の
お

話
で
は
、
件
数
、
傷
者
、
死
者
と

も
減
少
に
な
り
平
成
五
年
は
十
一

人
で
し
た
が
、
平
成
六
年
は
六
名

豆

名
減
）
に
な
り
事
故
に
あ
う

時
間
帯
は
午
後
二
時
か
ら
午
後
五

時
の
間
が
多
く
、
小
学
校
低
学
年

で
歩
行
中
か
遊
ん
で
い
る
と
き

に
、
飛
び
出
し
て
事
故
に
あ
っ
て

い
る
の
が
多
い
で
す
。
又
家
の
近

く
豆

十
メ
ー
ト
ル
以
内
）
で
お
き

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
前
と
重

複
し
ま
す
が
、
具
体
的
に
体
験
さ

せ
て
、
又
先
生
、
お
母
さ
ん
が
お

手
本
で
す
か
ら
気
を
つ
け
て
下
さ

い
。
車
に
乗
せ
る
時
は
抱
っ
こ
、

お
ん
ぶ
は
し
な
い
で
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
に
乗
せ
て
く
だ
さ
い
。
免

許
の
切
り
換
え
が
五
年
間
に
の
び

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
無
事
故
、
無

違
反
の
人
の
こ
と
で
、
そ
の
他
は

三
年
間
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
し
な
い
大
は

一
点
減
点
に
な
り
、
勉
強
し
た
い

方
は
ど
う
ぞ
。

「
交
通
安
全
は
幼
児
か
ら
」
の

事
例
発
表
で
二
川
目
保
育
園
父
母

の
会
代
表
の
方
は
、街
頭
指
導
や
、

パ
レ
ー
ド
を
や
っ
て
い
ま
す
と
の

こ
と
。

飛
び
出
し
実
験
の
実
際
に
つ
い

て
は
、
弘
前
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

の
九
石
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
方

の
話
で
、
ト
ラ
ッ
ク
、乗
用
車
等
使

用
し
て
ダ
ミ
ー
人
形
、
み
が
わ
り

く
ん
を
使
い
実
際
に
や
り
、
危
険

を
子
供
の
眼
に
う
っ
た
え
て
お
り

ま
す
。
車
の
内
輪
差
と
か
車
は
急

に
止
ま
れ
な
い
こ
と
等
、
園
児
、
小

学
生
に
は
信
号
機
の
見
方
、
飛
び

出
し
は
あ
ぶ
な
い
こ
と
、
中
学
生

に
は
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
な

ど
指
導
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
こ
で
ク
イ
ズ
。
ト
ラ
ッ
ク
（
積

み
荷
の
な
い
）
と
乗
用
車
、
ど
ち

ら
が
早
く
止
ま
る
か
。
ピ
ン
ポ
ー

ン
、
ト
ラ
ッ
ク
の
方
が
乗
用
車
よ

り
か
る
い
の
で
早
く
と
ま
る
と
の

こ
と
。
但
し
積
み
荷
が
あ
る
と
重

く
な
る
の
で
乗
用
車
の
ほ
う
が
早

く
と
ま
る
。
交
通
安
全
教
育
は
生

涯
教
育
で
あ
り
ま
す
と
し
め
く
く

り
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
育
の
進
め
方
は
い

青
森
警
察
署
の
交
通
巡
視
員
の
お

姉
さ
ん
方
に
よ
り
、
実
技
指
導
が

行
な
わ
れ
て
、
大
変
参
考
に
な
り

楽
し
く
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県 内 の 交 通 事 故 概 況 （平成７年）
青森県交通対策協議会

∩ 内は前年Ｏ累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼロの日

カチッとベルト キチッとルール



国

保

の
し

お
り

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
を
行
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
（
一
般
・
退

職
者
等
医
療
）
の
更
新
を
、
三
月

二
十
九
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま

で
、
各
地
区
ご
と
に
行
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
昨
年
交
付
し
た
保
険
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

各
学
校
、
出
稼
ぎ
な
ど
で
、
保

険
証
を
別
に
し
て
い
る
家
庭
は
、

更
新
時
ま
で
に
昨
年
交
付
し
た
保

険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
四
月
か
ら
高
等
学
校
、

大
学
な
ど
に
入
学
す
る
人
は
、
合

格
通
知
書
か
在
学
証
明
書
ま
た

は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
交
付
及
び
再
交
付
を

代
理
人
に
た
の
む
場
合
、
事
故
防

止
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
代
理
人
（
保
険
証
を
受
け
取
る

人
）
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
出
稼
ぎ
に
使
用
す
る
場
合
は
、

本
人
・
代
理
人
と
も
出
稼
ぎ
先
の

会
社
名
、
住
所
が
必
要
で
す
。

※
な
お
、
更
新
日
に
都
合
が
悪
い

方
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
保
健
衛

生
係
の
窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ

い
。 卜 上 手 な 医 療 の 受 け 方 １

①家庭医を持とう。

②重複受診は避けよう。

③定期的に健診を受けよう。

④むやみに薬を欲しがるのはやめ

よう。

⑤初診時に保険証を忘れずに。

お

元

気

で

す

か

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、
現

地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け

橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

出

稼

ぎ

留

守

家

族

主

婦

の

会

総

会

＝

仲

間

同

志

の

交

流

を

深

め

る

＝

佐
井
村
出
稼
留
守
家
族
主
婦
の

会
総
会
が
匸

一
月
十
二
日

（
旦

ア
ル
ザ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
太
田
（

ル
子
会
長

か
ら
「
最
近
は
会
員
の
み
な
さ
ん

も
自
分
の
仕
事
を
持
ち
、
何
か
と

大
変
で
す
が
、
留
守
を
守
る
私
達

主
婦
に
と
っ
て
、
お
父
さ
ん
達
が

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
み
な
さ

ん
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

村
長
か
ら
も
「
出
稼
先
も
き
び
し

い
就
労
状
況
に
あ
り
、
お
父
さ
ん

達
も
大
変
で
し
ょ
う
が
、
留
守
を

守
る
主
婦
の
み
な
さ
ん
も
、
お
父

さ
ん
達
が
安
心
し
て
慟
け
る
よ
う

み
な
さ
ん
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
議
案
の
審
議
に
入
り
、

次
の
よ
う
に
今
年
度
の
活
動
方
針

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

一

、
就

労

経

路

の

正

常

化

の

協

力

・
役
場
へ
就
労
先
の
届
出

・
事
故
見
舞
金
制
度
へ
の
加
入

・
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に

よ
る
就
労
の
促
進

二

、
就

労

前

の

健

康

診

断

の

励

行

そ
の
後
、
懇
談
会
に
入
り
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
で
、
仲
間
同
志
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。



国民健康保険証の更新日程表医 療 費 の 状 況

〔１０月診療分〕

国 保（若人 分） 加入者数１，４３３人

退職者医療 加入者数７７人

老人医療 対 象者数５１２人



保 健 婦 だ よ り

＝たばこと健康＝

～「けんこう」か「たばこ」か

選ぶの はあ な た～

『

た

ば

こ

と

健

康

』

春
め
い
て
き
た
と
は
い
え
、
ま
だ
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
窓
や
戸

を
閉
め
き
っ
た
中
で
、
た
ば
こ
の
煙
で
自
分
や
ま
わ
り
の
人
の
健
康
に

影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

今
月
は
、
し
こ
う
品
で
あ
る
た
ば
こ
に
つ
い
て
、
村
内
で
実
施
し
か

意
識
調
査
な
ど
も
と
り
入
れ
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

曙

叩

」

タ

ー
ル

に

は
発

が

ん

物

質

が

い

っ

ぱ
い

た
ば
こ
の
煙
に
は
約
２
０
０
種

類
以
上
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
一
番
怖
い
の
は
、
発

が
ん
物
質
や
発
が
ん
を
促
進
す
る

物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
発
が
ん
物
質
に
は
ベ
ン
ツ

ピ
レ
ン
、
ジ
メ
チ
ル
ニ
ト
ロ
ソ
ア

ミ
ン
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
タ
ー
ル

の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
長
年

吸
い
続
け
る
に
従
っ
て
、
タ
ー
ル

や
他
の
有
害
物
質
も
た
ま
っ
て
、

が
ん
の
死
亡
率
は
図
１
？
図
２
の

よ
う
に
増
し
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

禁
煙
を
す
れ
ば
肺

が
ん
の
場
合

は
、
そ
の
危
険
度
は
図
３
の
よ
う

に
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。

禁煙年数と肺がん死亡率

喫煙とかんの死亡率喫煙本数と肺がん

屈

爪

子

二
コ
チ
ン
の
害
は
心
臓

等
へ
の
影
響
と
習
慣
化

二
コ
チ
ン
は
、
全
身
の
血
管
や

心
臓
の
筋
肉
を
収
縮
す
る
作
用
が

あ
る
た
め
、
血
圧
を
上
げ
皮
膚
温

を
下
げ
る
な
ど
、
心
臓
へ
の
負
担

を
大
き
く
し
ま
す
。
又
、
血
中
の

二
コ
チ
ン
が
減
る
と
イ
ラ
イ
ラ
す

る
よ
う
に
な
り
、
習
慣
化
し
や
め

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

図

幽

一
酸

化

炭

素

は

全

身

の

酸

素

欠

乏

を

起

こ

す

私
た
ち
の
体
の
中
で
は
、
赤
血

球
に
含
ま
れ
て
い
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
が
酸
素
と
結
び
つ
い
て
、
体
の

隅
々
ま
で
酸
素
を
運
ぶ
役
目
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
一
酸
化
炭
素

は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
早
く
結
び

つ
く
力
が
強
い
た
め
、
酸
素
を
追

い
出
し
て
し
ま
い
、
酸
素
が
ゆ
き

わ
た
ら
な
く
な
る
酸
素
欠
乏
状
態

に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
う
な
る
と

脳
の
働
き
が
鈍
り
、
心
臓
が
弱
い

人
は
狭
心
症
や
心
筋
硬
塞
の
危
険

が
大
き
く
な
り
ま
す
。
妊
婦
が
喫

煙
し
て
い
る
場
合
は
、
胎
児
が
酸

欠
症
状
を
起
こ
し
、
末
熟
児
出
生

の
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

百

俘

」

何

よ

り

こ

わ

い
副

流

煙

た
ば
こ
の
害
は
家
族
や
他
人
を

ま
き
込
み
ま
す
（
図
５
）
。
た
ば

こ
の
フ
ェ
ル
タ
ー
を
通
し
て
吸
う

人
本
人
に
入
る
「
主
流
煙
」
よ
り

も
、
火
の
つ
い
て
い
る
方
か
ら
出

る
「
副
流
煙
」
の
方
が
図
４
の
よ

う
に
、
有
害
物
質
を
多
く
含
ん
で

い
ま
す
。
換
気
の
悪
い
部
屋
で
室

内
の
空
気
が
副
流
煙
で
汚
染
さ

れ
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
ま
で

た
ば
こ
の
悪
影
響
を
受
け
ま
す
。

こ
れ
を
「
受
動
喫
煙
」
と
い
い
、

「 ３ Ｅ 」・ 保 健 事 業

３日閙

９日閑 健康相談日

１６日困 受 付 時 間

２３日（木）

｜

午前９時～１２時

３０日閑

場所 役場 健康相 談室

電話で の相 談も受付けし ますので、

お気軽 にご利用下 さい。

２日（木） 母 親教室

場所 振興 センター和室

時 間 午後 １時～ ３時 まで

８日困 リ ハビリ教室

場所 あ すなろ

時 間 午後１時～

午後 ３時３０分 まで

１０日吻 老人 健康教室

場所 あ すなろ

時 間 午前１０時～１２時 まで

１４日叫 乳児

一才六ヶ月 一二才児健診

場所 振興 セン ター和室

受付時 間 １２時３０分～

１２時５０分 まで

（乳児）

平成 ６年１１月生

平成 ６年 ８月生

（一才六 ヶ月児）

平成 ５年 ７月生～

平成 ５年 ９月生

（二二才児）

平成 ５年１月生～

平成 ５年 ３月生



そ
の
害
が
「
嫌
煙
権
」
主
張
の
根

拠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

たばこの煙は副流煙のほうが有害
・ 家族の喫煙と３歳児のぜん息様

気管支炎

圧

叩

」

村

内

小

学

生

。

中

学

生

の

意

識

平
成
五
年
七
月
、
村
学
校
保
健

会
で
禁
煙
教
育
（
講
演
会
）
を
受
け

た
村
内
の
小
学
五
～
六
年
生
と
、

中
学
生
全
員
三

二
五
名
）
に
た
ば

こ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
た
と
こ
ろ
表

―
の
と
お
り
で
し

た
。
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
は
、
講

演
を
聞
い
た
た
め
か
よ
く
理
解
し

て
い
る
様
子
で
し
た
が
、「
お
と
な

に
な
っ
た
ら
吸
っ
て
み
た
い
」
と

答
え
た
生
徒
は
小
学
生
が
１２
％
、

中
学
生
が
１０
・
６
％
で
小
学
校
低

学
年
頃
か
ら
た
ば
こ
の
害
に
つ
い

て
大
人
た
ち
が
教
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

圧

ブ

」

成

人

の

健

康

意

識
調

査

か

ら

平
成
五
年
七
月
に
磯
谷
地
区
で

健
康
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施

且

十
才
か
ら
六
十
九
才
ま
で
１４８

名
中
１３６
名
の
調
査
数
あ
り
）
と
こ

ろ
、
図
６
～
図
９
の
よ
う
に
た
ば

こ
を
吸
っ
て
い
る
人
は
気
分
が
落

ち
つ
く
と
い
う
反
面
、
身
体
に
良

く
な
い
と
思
い
禁
煙
に
挑
戦
し
て

い
る
が
、
約
半
数
の
人
は
失
敗
し

て
い
ま
す
。

禁
煙
を
や
り
と
げ
た
人
で
も
、

そ
の
過
程
で
何
回
か
の
失
敗
を
経

験
し
て
い
る
方
は
、
あ
な
た
の
ま

わ
り
に
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
禁
煙
を
め
ざ
し
て

い
る
人
は
、
あ
き
ら
め
ず
、
失
敗

の
中
か
ら
そ
れ
に
近
づ
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

た

ば

こ

税

は

月

約

１００

万

円

村
の
税
収
入
の
う
ち
、
た
ば
こ

税
は
観
光
客
の
少
な
い
時
期
の
平

均
額
は
一
ヶ
月
当
り
約
８０
万
～
１００

万
円
で
す
。
た
と
え
ば
８０
万
円
の

税
を
受
け
る
に
は
、
一
ヶ
月
間
の

た
ば
こ
消
費
本
数
は
豺
万
本
、（
つ

ま
り
２０
本
入
り
の
箱
で
２
万
２
千

個
、
２０
歳
以
上
の
村
内
男
女
あ
わ

せ
て
２
７
０
０
人
で
す
か
ら
、
平

均
一
人
一
ヶ
月
、
２０
本
入
り
た
ば

こ
を
８
個
吸
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
本
数
を
あ
な
た
は

ど
う
考
え
ま
す
か
？

『
健
康
』
か
『
た
ば
こ
』
か
、

選
ぶ
の
は
あ
な
た
で
す
。

たばこを過去・現在において

吸ったことがあるＯ

たばこを吸っている人（吸った

ことのある人）の１日の本数

図 ８

たばこ を吸うと気 分が落着くか

図９

この１年間禁煙にっとめたか

副流煙に含まれる
有害物質の量は、

主流煙を１としたとき、二コチ

ンは２．８倍、タールは３．４倍、一

酸化炭素葉４．７倍と高い。



税 務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

所

得

税

の

申

告

と

納

税

は

三

月

十

五

日

ま

で

平
成
六
年
分
の
所
得
税
の
申
告

と
納
税
は
も
う
ぉ
済
み
で
し
ょ
う

か
。
申
告
も
納
税
も
期
限
は
三
月

十
五
日
（
水
）
で
す
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
申
告
と
納
税
は
三
月
三
十
一
日

（
金
）
ま
で
で
す
。
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
に
／・

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人

が
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、

誤
っ
て
少
な
く
申
告
し
た
り
し
ま

す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め

る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
帯

税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納
税

を
し
ま
し
ょ
う
。

消

費
税

の

申

告

と

納

税

は

三

月
三

十

一
日

ま

で

個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
三
月
三
十
一

日
（
金
）
ま
で
で
す
の
で
、
正
し

く
お
早
め
に
申
告
、
納
税
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
お

分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
又
は

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

「
に

せ

税

理

士

」

に

ご

注

意

／
’

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代

理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相

談
は
、
税
理
士
の
資
格
の
な
い
人

が
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時
期

に
は
、
税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を

税
理
士
に
依
頼
さ
れ
る
方
が
多
い

こ
と
に
便
乗
し
て
、
税
理
士
の
資

格
の
な
い
人
が
申
告
書
の
作
成
な

ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」

は
、
法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な

く
、
依
頼
し
た
方
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
多
い
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

固定資産課税台帳の縦覧及び

固定資税に係る第１期分の納期について

平成７年度及び平成８年度の土地（宅地）に係る

固定資産税については、評価の上昇割合に応じた臨

時的な課税標準の特例措置を講じる事が今国会に地

方税法の改正法案として提出される予定です。

したがって３月１日から３月２０囗までの問におい

て土地課税台帳を縦覧に供した後地方税法の改正法

案が成立した時には登録事項が一部異なる事となり

ます。この場合、縦覧期間が４月３囗から４月２０日

に延期される事となります。

又、縦覧期間が延期された場合は、平成７年度分

の固定資産税に係る第１期分の納期については、５

月３１囗となります。

保

険

料

を

納

め

ま

し

よ

う

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
は
、
自
分
の
年
金
を
確
保
す

る
だ
け
で
な
く
、
現
在
年
金
を
受

け
て
い
る
人
も
支
え
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
国
民
年
金

が
、「
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
」

の
制
度
で
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
県
や
市
町
村
で
は
国
民

年
金
の
保
険
料
の
積
立
金
か
ら
融

資
を
受
け
、
病
院
設
備
や
簡
易
水

道
設
備
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
納
め
た
保
険
料
は
、

地
域
社
会
の
福
祉
に
も
役
立
て
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

平
成
六
年
度
分
の
保
険
料
の
納

付
期
限
は
、
四
月
末
日
ま
で
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
保
険
料
が
未
納
の
ま
ま

で
す
と
、
事
故
や
病
気
で
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
将
来
、

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

口
座
振
替
制
度
を
利
用
し
た
り
、

お
住
ま
い
の
地
区
の
婦
人
会
や
納

税
組
合
な
ど
の
納
付
組
織
に
加
入

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ま
た
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
か

ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
は
、
申
告
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な

ど
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

の
方
々
の
よ
り
豊
か
な
老
後
の
た

め
に
、
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て

年
金
を
支
給
す
る
「
公
的
な
」
年

金
制
度
で
す
。

給
付
の
型
は
六
種
類
選
ぶ
こ
と

が
で
き
、
ま
た
年
に
一
回
（
四
月
）

に
加
入
口

数
も
変
更
で
き

る
の

で
、
ご
自
分
の
将
来
設
計
に
あ
わ

せ
た
年
金
を
組
み
立
て
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

☆
基
金
加
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

・

掛
金
は
全
額
「
社
会
保
険
料

控
除
」
の
対
象
と
な
り
、
一
般

の
個
人
年
金
に
加
入
し
た
場
合

に
比
べ
所
得
税
や
住
民
税
が
大

幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・

受
け
取
る
年
金
に
は
「
公
的
年

金
等
控
除
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

・

四
月
に
一
年
分
の
掛
金
を
前

納
す
る
と
、
一
ヶ
月
分
の
掛
金

が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

・

給
付

の
型

に
は
、
年

一
回

ボ
ー
ナ
ス
給
付
が
受
け
ら
れ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

加
入
時
の
年
齢
が
若
い
ほ
ど
、

負
担
も
少
な
く
、
ボ
ー
ナ
ス
給
付

の
額
も
高
く
な
り
ま
す
。

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
国
民
年
金
基

金
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

★
第

一
号
被
保
険
者
で

あ
っ
て

も
、次
の
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

・

農
業
者
年
金
基
金
の
加
入
者

・

国
民
年
金
の
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
た
り
、
免
除
さ
れ
て
い

る
人
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
せ
は

青
森
県
国
民
年
金
基
金

青
森
市
古
川
一
丁
目
二
八
－

八

読
売
青
森
ビ
ル
８
Ｆ

＆
〇
一
七
七
－

七
七
丿
一
七
〇
〇

三
寒
四
温

は
、
中

国
の

北
部
や
朝

鮮
半

島

の
冬

の
自

然
現

象
で

、

こ

れ
ら

の

地
域
で

い
わ

れ
て

い

る
諺

で

す

。

三
日

寒
い

日
が

あ
っ
た
後
、

四

日

暖

か
い
日

が

続

き
、

こ

れ
を

交
互

に
繰

り

返
す

と

い
う

も

の
で

す
。

寒

暖
に

七
日

く
ら

い

の
周

期

が
あ
る
わ
け
で
す
。

日
本
で
も
み
ら
れ
る
現
象

で
す
が
、
中
国
の
北
部
や
朝
鮮

半
島
よ
り
も
、
規
則
性
が
は

っ
き
り
し
な

い
よ
う
で
す
。

と
い
う
の
も
、
日
本
の
冬
の

天
候
は
、
中
国
北
部
な
ど

と

同
じ
よ
う
に
シ
ベ
リ
ア
大
陸

の
高
気
圧
の
影
響
を
受
け
ま
す
が
、

太
平
洋
高
気
圧
の
影
響
も
受
け
ま

す
。
こ
の
た
め
、
三
寒
四
温
の
規

則
性
が
あ
ま
り
な
い
の
で
す
。

日
本
に
三
寒
四
温
が
現
わ
れ
る

の
は
、
ひ
と
冬
に
一
回

あ
る
か
な

い
か
だ
と
い
う
文
献
も
あ
り
ま
す
。

し

か
し
、
寒
さ
が
厳
し
い
と
き
。

「
三
寒
四
温

と
い
う
か
ら
、
ま
も

な
く
暖

か
く
な
る
よ
」
な
ど
と
、

言
わ
れ
た
記
憶
を
も
つ
人
も
多
い

で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
日
本
人
は

冬

か

ら
春

先

に
か

け
て

、

三
寒
四

温

を

い
つ

も
肌

で

感
じ

て

い
た
よ

う

な
気

が

す

る
の
で

し

ょ

う
か
。

と
こ

ろ
で

、

俳

句
で

は

「
三

寒

四

温
」
、
ま

た

は
単

に
「

三
寒
」
「

四

温

」

は
、

冬

の
季
語

に

な

っ
て

い

ま

す
。

雪

原
の

三
寒

四
温

浅
間

噴

く

」
き
゛

遷
子

白
珠

の

四
温

の

星

の

う

る
む

な

り

柴

田

白
葉
女

と
こ

ろ
で

、

三

月
二

十

三

日

は
「

世

界

気
象

デ
ー
」
で

す

。
世

界

気
象

機

関

（
Ｗ
Ｍ

Ｏ
）
の
条

約
が
発
効
し

た
日

を

記

念
し

た

も
の
で

す
。

こ

の

日

は
、

気

象

に
不
可

欠

な
国

際
協

力

や

、
気

象
機

関

が
ど

の
よ

う

な

責
任

を
果

た
し

て

い
る
か
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
行
事
が
、

世
界
各
国
で
行
わ
れ
ま
す
。

満１鑼になります

館

脇

祐

太

お

や
ん

（
健

一
・
久
美
子
）
矢
越

佐

々

木

研

四

郎
ｔ
£

（
秋
彦
・
千
秋
）古
佐
井

戸籍の窓口

２月１４日現在

○お誕生日おめでとう

坂井 満 （智明）牛 滝
ゆうと

根岸 裕人（守男）原 田

須藤 渓太（一樹）古佐井

坂本健太郎（芳博）古佐井

長島ほのか（高則）古佐井
かずま中西 一真（洋一）牛 滝

○ご結婚おめでとう

（滝本 正次 長 後

大平みどり 福島県

（宮川 剛一 古佐井

神谷 友加 神奈川県

○おくやみ申し上げます

横濱 含み（定喜） 磯 谷

福田 タイ（徳義） 大佐井

横浜 佳子（よ＜子）磯 谷

石戸 なを（昭一） 古佐井

舘脇 敏雄（いよ） 矢 越

※個人のプライバシーを尊重する意

味で掲載してほしくない方は、届

出の際、係に申し出て下さい。

１月３１日現在人口（前月比）

男 １，７５１（－３）

女 １，７６５（土Ｏ）

計 ３，５１６（－３）

世帯数 １，１０８（－１）
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